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①水稲の種子生産において非常に大きな負担がかかる漏生イネの抜き取り作業に対

して、乗用型水田除草機の有効性について検討を行いました。 

②移植約１か月後に水田除草機により除草を行ったところ、除草しなかった場合と比

べて 25％～45％程度、漏生イネを低減することができました。 

③水田除草機による除草と手取りでの除草を組み合わせることにより、手取り除草の

みに比べて漏生イネの抜き取りにかかる作業時間を 40％程度削減することができま

す。 

④移植作業時の行程間が狭いところがあると、除草機の走行時に欠株や欠損株の発生

が多くなり、収量の低下や倒伏の発生につながる恐れがありますので、行程間は通常

よりもやや広めに取るようにしてください。 

表２　漏生イネの抜き取りにかかる作業時間の比較

機械除草 手取除草 計 同左比

(分/10a) (分/10a) (分/10a) （％）

機械除草＋手取 12 114 126 60

慣行）手取 0 211 211 100

注)試験圃場の漏生イネ発生程度は、5,000本/10a

除草体系

除草機による除草

作業の様子 

表１　水田除草機による除草効果

実施年度 2020年 2021年 2022年

残草本数 残草率 残草本数 残草率 残草本数 残草率

（本/10a） (%) （本/10a） (%) （本/10a） (%)

有り 2,600 41 132 24 31 43

無し 6,200 100 555 100 72 100

機械除草
の有無


